
災害に負けない宇陀市を目指して！　防災の備えできてる？

警戒レベル　  で全員避難！
問危機管理課（☎ 82・1304 ／ IP ☎ 88・9070）

➊ 水害・土砂災害の防災情報の伝え方が変更に！

➋避難が必要になったら！
　災害時、市では様々な情報をもとに、警戒情報発令の
判断をします。警戒レベル３を発令する場合には、「避難
準備・高齢者等避難開始」を同時に発令し、次の 12 か
所の指定緊急避難場所を最初に開設します。

土砂災害防止法に基づく
　　土砂災害警戒区域等の指定に
係る説明会を開催
　奈良県では、土砂災害防止法に基づき、各地で基礎調

査を実施しています。大宇陀・榛原地域では、昨年度ま
でに現地調査を行いました。

　つきましては、調査結果について説明会を開催します。

【内容】・土砂災害防止法について
　　　・調査で判明した土砂災害特別警戒区域等について

■榛原地域（会場：宇陀市役所会議室）
　　開催日：7 月 27・28 日（土・日）
　　時　間：正午～午後 4 時（受付終了  午後 3 時）

■大宇陀地域（会場：中央公民館）
　　開催日：8 月 3・4 日（土・日）
　　時　間：正午～午後 4 時（受付終了  午後 3 時）

・当説明会は、各指定区域について、来場者一人ひとりに
より詳しく説明できる『オープンハウス方式』で行います。
 ・ 開催時間内のご都合の良い時間にご来場いただき、受付
順で個別に説明・ご質問への対応を行います。

　問県中和土木事務所 計画調整課（☎ 0744・48・3071）
　問危機管理課（☎ 82・1304/IP ☎ 88・9070）

警戒レベル➌
避難準備・高齢者等

避難開始
高齢者など
　避難に時間を要する人は避難を！

避難勧告
避難指示（緊急）警戒レベル➍

全員避難！
　　速やかに避難先へ避難！

警戒レベル➎ 災害発生情報 既に災害が発生！
　　命を守るための最善の行動を！

警戒レベル 1 早期注意情報 災害への心構えを！

警戒レベル 2 洪水注意報
大雨注意報など 避難行動を確認！

　洪水警報
氾濫警戒情報  　　
 相当レベル

　氾濫危険情報
土砂災害警戒情報　　
　相当レベル

氾濫発生情報
大雨特別警報
相当レベル

警戒レベル
❸～❺は、
宇陀市が

発令します

【大宇陀】大宇陀人権交流センター・大宇陀小学校
　　　　 旧田原小学校

【菟田野】菟田野人権交流センター・菟田野小学校
【榛　原】榛原総合センター・大和富士ホール
　　　　 榛原西小学校・たかぎふるさと館

【室　生】ぬく森の郷・旧室生東小学校・室生山上公園

■レベル 3 発令の場合に開設する指定緊急避難場所等

■レベル 4 を発令した場合には？
　　レベル 4 の避難勧告を発令する場合は、市内の指定

緊急避難場所（30 か所）を全て開設します。
　　ただし風水害の場合は、「音楽の森」「ふるさと元気

村」「芳野地区体育館」は開設しません。

➌防災無線の内容はこれで確認！
　災害時、避難情報等は防災行政無線や、うだチャン
11、安心・安全メールでお知らせしますが、防災無線で
放送した内容が聞き取れない場合、電話で放送内容を確
認することができます。

　　☎：0745-82-8100 ／ 0745-82-8101

④
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望まない受動喫煙をなくしましょう

マナーからルールへ

市選挙管理委員会【市役所総務課内】
（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）

「明日のため 思いを込めて その一票」
任期満了に伴い
　第 25 回参議院議員通常選挙が執行されます
　
参議院には、衆議院のように解散がないため、任期満了（６年）
により選挙が行われますが、３年ごとに半数が入れ替わるよう
憲法で定められているため、３年に一度、定数の半分を選ぶた
めの選挙が行われます。

また、投票方法については、「選挙区選挙」では候補者個人に
投票し、「比例代表選挙」では候補者個人または政党に投票し
ます。また今回の選挙から、「比例代表選挙」で政党等が決め
た順位に従い優先的に当選させる「特定枠」制度が導入されま
す。

改正健康増進法が、
令和 2 年 4 月 1 日より全面施行
 健康増進課（☎ 82・3692 ／ IP ☎ 88・9087）

　　受動喫煙でどんな危険があるの？
　たばこの煙には、『喫煙者が吸う主流煙』『吐き出した
呼出煙』『たばこから立ち上る副流煙』があります。
　そして、そのたばこの煙を意図せず吸わされることを「受
動喫煙」といいます。喫煙者だけでなく、たばこを吸わな
い人にも受動喫煙による健康への悪影響がおよびます。

　　公共施設は敷地内禁煙に！
　　本市では、公共施設での敷地内禁煙を実施します。
受動喫煙のない環境づくりのため、皆さんのご理解ご
協力をお願いします。

7/1～

　　昨年 7 月健康増進法の一部を
    改正する法律が成立　

　この改正法に成立により、望まない受動喫煙を防止
するための取り組みは、マナーからルールへ。
　多くの人が利用する施設などの種類に応じて、施設
内禁煙や屋内禁煙にすること、また、喫煙場所の案内
を掲示することなどが段階的に義務付けられます。

主流煙よりも
ニコチン　　2.8 倍！
タール　　　3.4 倍！
一酸化炭素　4.7 倍！

受動喫煙を受けている人
は、他の人に比べ、病気
になるリスクが
肺がん・脳卒中 1.3 倍、
虚血性心疾患 1.2 倍、
乳幼児突然死症候群では
4.7 倍も高くなります！

たばこの煙には、多くの有害物質が・・

たばこの先から出る
副流煙には・・

第 25 回　
参議院議員通常選挙

　　選挙区投票用紙には、
選挙区の候補者氏名を一人
お書きください。

比例代表投票用紙には、比例代表
　の候補者氏名または政党名の
　どちらかをお書きください。

7 月から、学校、病院、
福祉施設、行政機関庁舎
は原則敷地内禁煙に！
来年 4 月からは、飲食店、
事務所など一般の施設も
原則屋内禁煙に！

選挙日程が決まりましたら、
各ご家庭に入場整理券とともに選挙の
 詳しい内容を送付させていただきます今夏

 執行予定!特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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■
立
地
適
正
化
計
画
と
は
？

　

７
月
１
日
、
宇
陀
市
立
地
適
正
化

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
、
居
住
機

能
や
福
祉
・
医
療
・
商
業
な
ど
の
都

市
機
能
の
立
地
や
、
公
共
交
通
の
充

実
に
関
す
る
包
括
的
な
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
す
。

　

計
画
に
よ
り
、
人
や
都
市
機
能
を

ゆ
る
や
か
に
誘
導
し
、
公
共
交
通
で

結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
度
に
自
動

車
に
頼
ら
ず
、
誰
も
が
歩
い
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
集
約
型
の
ま
ち
づ

く
り
（
＝
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
や

す
い
ま
ち
）を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
計
画
に
基
づ
き
届
出
制
度
の

　
運
用
を
始
め
ま
す

　

立
地
適
正
化
計
画
の
運
用
が
始
ま

る
と
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
の
区

域
で
誘
導
施
設
の
開
発
や
建
築
行
為

を
行
う
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
市

長
へ
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
届
出
制
の
目
的
は
、
市
が
都

市
機
能
誘
導
区
域
外
に
お
け
る
誘
導

施
設
の
整
備
の
動
き
を
把
握
す
る
た

め
に
行
う
も
の
で
す
。
居
住
誘
導
区

域
に
関
し
て
も
、
居
住
誘
導
区
域
外

に
お
け
る
住
宅
開
発
な
ど
の
動
き
を

把
握
す
る
た
め
、
居
住
誘
導
区
域
外

で
大
規
模
な
住
宅
の
開
発
・
建
築
行

為
を
行
う
場
合
に
は
、
市
へ
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

都市計画区域

市街化区域

居住誘導区域
都市機能誘導区域

■
計
画
で
定
め
る
内
容
と
は
？

　

こ
の
計
画
で
は
、「
誘
導
施
設
」

や
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」「
居
住

誘
導
区
域
」な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
誘
導
施
設
」
と
は

　

宇
陀
市
の
中
心
拠
点
に
お
い
て
誘

導
あ
る
い
は
維
持
す
べ
き
施
設

「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
と
は

　

誘
導
施
設
を
整
備
す
る
中
心
拠
点

の
区
域
で
、
本
市
で
は
、
近
鉄
榛

原
駅
周
辺
を
設
定

「
居
住
誘
導
区
域
」
と
は

　

人
口
減
少
下
に
あ
っ
て
も
、
一
定

の
エ
リ
ア
に
お
い
て
人
口
密
度
を

維
持
す
る
こ
と
で
、
生
活
サ
ー
ビ

ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
続
的
に

確
保
さ
れ
る
よ
う
に
居
住
を
誘
導

す
べ
き
区
域

こ
の
他
、
目
指
す
将
来
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
、
施
策
や
目
標
な

ど
を
定
め
ま
す
。

宇
陀
市
の
都
市
機
能
を
計
画
的
に
運
用 

  
宇
陀
市
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

各区域については、ゆるやかに
居住の誘導を目指すもので、強
制するものではありません。届
出制度にご協力お願いします。

伝
統
産
業
技
術
研
修

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　

毛
皮
革
産
業
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
そ
の
技
術
の
継
承
に
興

味
の
あ
る
方
に
基
礎
的
な
縫
製
技
術

の
習
得
か
ら
毛
皮
革
に
関
す
る
専
門

的
技
術
の
研
修
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

コ
ー
ス
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

【
内
容
】
左
記
の
2
コ
ー
ス

「
毛
皮
革
製
品
」
デ
ザ
イ
ン
画

　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

毛
皮
革
産
業
の
振
興
を
図
り
、
多

く
の
人
た
ち
が
親
し
み
を
も
つ
毛
皮

革
製
品
を
提
供
す
る
た
め
、
広
く
一

般
の
方
々
か
ら
デ
ザ
イ
ン
画
を
募
集

し
ま
す
。

【
作
品
規
定
】
毛
皮
・
皮
革
を
使
っ
た

作
品
で
マ
フ
ラ
ー
・
帽
子
・
手
袋

な
ど
の
小
物
類

【
対
象
】
Ａ
4
用
紙
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た
も

の
。
画
材
・
紙
質
は
自
由

【
賞
品
】
最
優
秀
と
優
秀
作
品
に

デ
ザ
イ
ン
画
に
基
づ
い
た
試

作
品
を
贈
呈

【
締
め
切
り
】
9
月
20
日
（
金
）

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
】

問
宇
陀
市
菟
田
野
毛
皮
革
産
業

　
振
興
協
議
会

（
☎
84
・
４
０
５
９
）

〒
６
３
３
―
２
２
２
６

菟
田
野
古
市
場
１
５
９
６
―
２
１

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

研修日 9/21・10/19・12/7・R2 年 1/18　全て土曜日
※全 4 回の受講が必須

内 容 キーホルダーなどの小物、マフラー作り
時 間 13：30 ～ 15：30
対 象 毛皮革商品、ファッションやデザインに興味ある方

その他 定員：若干名　費用：無料　随時募集

【A コース】毛皮革に関する縫製技術の習得

研修日 9 月中旬、10 月上旬、12 月中旬、R2 年１月上旬
※日時は相談の上決定します

対 象 なめし、染色、仕上げ工程などの毛皮革関連作業に
興味のある方

その他 定員：若干名　費用：無料　随時募集

【B コース】毛皮革に関する基礎知識と専門的技術の習得

宇
陀
市
の
伝
統
産
業
「
毛
皮
革
」

 

コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　
　
技
術
研
修
生
募
集

菟
田
野
毛
皮
革
産
業
振
興
協
議
会

▲まちづくり推進課　池田
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情報公開・個人情報保護制度
昨年度の運用状況
を報告します
■情報公開制度とは
　市が持っている情報（行政文書）
を市民の皆さんの請求に応じて公開
する制度です。

【昨年度の公開請求件数】　23 件
内訳：全部公開　　3 件
　　　部分公開　 14 件
　　　不存在　　   3 件
　　　請求取下げ　3 件

開示決定等に対する不服申立ては
1 件でした。

■個人情報保護制度とは
　個人情報の適正な取扱いに関する
事項を定め、市が持っている個人情
報をその本人の請求に応じて、開示
や訂正等を行う制度です。

【昨年度の個人情報の開示請求件数】
12 件

内訳：全部開示   11 件
　　 　部分開示     1 件

開示決定等に対する不服申立てはあ
りませんでした。

問総務課
（☎ 82・1302/IP ☎ 88・9068）

決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！ 

　
交
通
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

問
市
交
通
対
策
協
議
会
【
総
務
課
内
】（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

▲春の交通安全運動期間中に道の駅「宇陀路室生」
で行われた奈良県警察と三重県警察による合同啓
発には、交通安全協会、地域交通安全活動推進委
員をはじめ、関係組織や団体が参加しました。

　

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
ド
ラ
イ

バ
ー
も
歩
行
者
も
、
ま
た
自
転
車

に
乗
る
方
も
、『
交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
』、
ま
た
『
ど
の
よ
う
な
行
動
が

交
通
事
故
に
繋
が
る
の
か
』
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

数
週
間
の
間
、
全
国
的
に
死
傷
者

を
伴
う
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
歩
道
に
自
動
車
が
突
っ
込
み
、

幼
い
子
ど
も
た
ち
や
学
生
が
犠
牲
に

な
っ
た
事
故
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー

が
加
害
者
に
な
っ
た
事
故
、
自
動
車

が
道
路
を
逆
走
し
て
き
て
避
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
事
故
な
ど
、
誰

に
と
っ
て
も
予
想
だ
に
せ
ず
、
そ
し

て
避
け
る
こ
と
が
困
難
な
事
故
ば
か

り
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
毎
日
を
安
全
に
暮
ら

す
た
め
に
は
、
ま
ず
各
々
が
交
通

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
に
気
を
付
け
て
、

交
通
安
全
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

事
。

▲一日警察署長を務めた
市民課　吉川

それぞれの立場で
気をつけましょう！

県内の交通事故状況
（H31.1 ～ 5 月末日）

■人身事故発生件数
　　　　　　1,420 件
（対前年比－ 252 人）

■死者数 15 人 (+ ３人 )
　うち 65 歳以上 8 人

■負傷者数　1,755 人
　（－ 318 人）

宇
陀
の
歴
史
を
知
っ
て
い
ま
す
か　

　
　
　
宇
陀
歴
史
研
究
家

　
　
　
　
　

山
本  

雅
則
さ
ん
（
大
宇
陀
黒
木
）

▲この本は図書館でもご覧になれ
ます。また、質問などがありまし
たらお気軽にお声がけください。

宇
陀
市
の
歴
史
を
研
究
し
て
い

ま
す
。
私
は
も
と
も
と
教
員

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
旧
宇
陀
郡
内
な

ど
の
中
学
校
で
数
学
を
教
え
て
い
ま

し
た
。
教
員
の
頃
、
生
徒
に
宇
陀
松

山
藩
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
す
る
と

「
知
っ
て
い
る
」と
答
え
た
の
は
た
っ

た
一
人
。
確
か
に
学
校
で
は
国
の
大

き
な
歴
史
の
流
れ
は
学
ん
で
い
て

も
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
歴
史
は
意

外
に
習
わ
な
い
ん
だ
な
あ
、
と
思
っ

た
の
が
研
究
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、

郷
土
の
歴
史
展
示
会
で
発
表
し
た
宇

陀
地
域
の
歴
史
年
表
。
作
成
す
る
中

で
い
ろ
ん
な
疑
問
や
関
心
が
湧
い
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
だ
ん
だ

ん
と
宇
陀
地
域
の
歴
史
研
究
に
引
き

寄
せ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
当
時
30

代
半
ば
、
ゾ
ッ
コ
ン
で
し
た
ね
（^^）

　

今
で
こ
そ
旧
４
か
町
村
の
宇
陀
市

と
宇
陀
郡
で
す
が
、
江
戸
時
代
こ
の

地
域
は
宇
陀
松
山
藩
と
し
て
政
治

的
・
社
会
的
一
体
感
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
初
代
藩
主
で
あ
っ
た
の
が
、織

田
信
長
の
次
男
の
信
雄
（
の
ぶ
か
つ
）。信

雄
に
始
ま
る
宇
陀
松
山
藩
は
以
後
４

代
に
渡
っ
て
織
田
宗
家
を
継
承
し
、

そ
の
痕
跡
が
現
在
も
市
内
の
至
る
所

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
７
冊
目
と
な
る
「
宇
陀

歴
史
誕
生
Ⅶ
」
―

こ
の
よ
う
に

し
て
織
田
家
宇
陀
松
山
藩
は
誕
生
し

た
―

を
刊
行
し
ま
し
た
。
弊
誌
で
は

信
雄
が
い
か
に
し
て
戦
乱
の
世
を
生

き
抜
き
、
江
戸
時
代
に
宇
陀
松
山
藩

を
誕
生
さ
せ
た
の
か
、「
織
田
宗
家

の
ま
ち
」
と
し
て
の
宇
陀
の
存
在
意

義
を
私
な
り
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
す
る
う
え
で
大
切
に
し
た
こ

と
は
、
歴
史
は
「
こ
ん
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
」
だ
け
の
知
識
の
み
の
過

去
完
了
で
終
わ
っ
て
は
意
味
は
な
く
、

歴
史
は
「
現
在
に
活
か
さ
れ
て
こ
そ

価
値
が
あ
る
」
と
い
う
思
い
で
す
。

　

弊
誌
が
「
宇
陀
の
す
ば
ら
し
い
歴

史
」
に
触
れ
て
い
た
だ
く
た
め
の
一

助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン
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